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ダラ テー (礼拝 ) が 禁じ られ る 時 間 帯 


@⑯ サラ ー じ ら れ る 時 間 帯 に は 5 つ あ り ま す : 


1 一 アブ ー・ サ イー ド ・ ア ル = テ フ ド ッ ゥ リー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : : 
「 ア ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “アス ル の サラ ー 
後 か ら 日 濃 ま で と 、 0 ラー を し て は な ら な 
い 。"」 (アルテ ニブ ハー リー と ムスリム の 伝承 1 

















ジー ルク パー アン ャ デミ ルル 條 に アッ ワー の で 削 人 二 あれ) は 言い まし た ! デ テッ クー の 
使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) 0 私 た ち が サ ラー を 
し 、 あ る い は 死者 を 埋葬 する の を 禁じ まし た 。( そ の 3 つと は ) 太陽 が 昇っ て か ら 輝 き 高 く 
な る まで と 、 太 陽 が 南 中 し て か ら 傾 くま で 、 そ し て 太陽 が 沈み 始め て か ら 沈 み 切 る まで で 
す 。」( ム スリ ム の 伝承 2) 














@ デス ル 後 で も 、 太陽 の 色 が 明確 に 白く 、 まだ 高い 位置 に ある 場合 は 任意 の サラ ー を 行う 
こと が 可能 で す 。 


アリ ー・ ブ ン ・ ア ビー・ タ ー リ ブ プ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 
に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 太陽 が まだ 高い 位置 に な い 限り 、 ア スル 後 の サ ラー 
を 禁じ まし た 。( ア ブー・ ダ ー ウ ー ド と アン テ ナ サ ー イ ー の 伝承 3 








@ 禁じ られ た 時 間 帯 に サラ ー を 行う こと に つい て : 


1 一 上 記 の 5 つの サラ ー が 禁じ られ た 時 間 帯 で あっ て も 、 以下 の サラ ー を 行う こと は 許さ 
れ て いま す : 





口 や り 損ね た 義務 の サラ ー 
口 ター プ 後 の 2 ラク ア 
多 と アム ・ ア ルー テマ スジ や が メー6 後 の 2 ラク ア 、 日 ・ 月 触 の サラ ー な ど 、 何 















































ら か の 要因 と 結び つい た も の 
1 サビ ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (586)、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (827)。 文章 は ムスリム の も の 。 
2 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (831)。 
3 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (1274)、 ス ナン ・ ア ン テ ナ サー イー (573)。 文 草 は アブ ー・ 
ダー ウー ド の も の 。 
4 訳者 注 :・「 タ ワー フ 」 と は 、 ア ッ ラ ー を 崇拝 する た め に カアバ 神殿 の 周囲 を 7 回 逆 時 計 回 り に 廻る こと 
で す 3 
5 訳者 注 : モス ク に 入っ た 時 、 腰 を 下ろ す 前 に 行う 2 ラク ア の サラ ー の こと 。 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら 





の 祝福 と 平安 あれ ) の スン ナ で す 。 
6 訳者 注 : イ スラ ー ム に お いて 定め られ た ある 一 定 の 形式 に お ける 、 心 身 の 清浄 化 を 意図 し た 体 の 各部 位 
の 洗浄 。 
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2 一 また ファ ジュ ル の 義務 の サラ ー の 後に 、 や り 損 ね た ファ ジュ ル の スン ナ の 2 ラク ア を 
行う こと も 可能 で す 。 そ し て ズ フ ル の スン ナ の サラ ー を アス ル の 義務 の サラ ー 後 に 行う こ 
届 た 5e 220020 有 お で, 





83 一 マッ カ の ハラ ー ム ・ モ スク に お いて は 、 禁 止 さ れ て いる 時 間 帯 に 拘束 され る こと な く 
いつ で も サラ ラー 可能 で す 。 


ジュ ベイ ル ・ ブ ン ・ ム トッ イム ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に 
アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 ア ブ ド ・ マ ナー フ 族 の 者 よ 、 昼 夜 い か な 
る 時 に お いて も 、 こ の 館 (カアバ 神殿 ) を タワ ー フ し た り サ ラー し た りす る 者 を 阻ん で は 
な ら な い 。」( ア ッ テ ニテ ィ ル ミズ ィ ー と イブ ン ・ マ ー ジ ャ の 伝承 ?) 











7 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イィ イー (868) 、 ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (1254)。 
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